
■ソーシャル・ファイナンス市場の発展段階

Uncoordinated
イノベーション 市場の構築 市場の価値の捕捉

日本（現状） 英米（現状） ➡ 英米（5-10年後）

成 熟

市場のニーズや政策インセンティブ
に反応して、異なる起業家の活動
が発生する。

一見すると成熟しているとみられる
産業で、バラバラなイノベーターが、
新しいビジネスモデルを追求してい
るかもしれない。

市場の上端を除けば、産業は競争
力不足だと特徴づけられている。

活動の中心が、発展し始める。

取引コストを低下させ、より多くの
活動を支援するインフラが構築さ
れる。

主要なプレイヤーが市場に参入す
ることによって、成長が起きる。

活動が増加するに伴い、以前インフ
ラに投じた投資の固定費用を
leverageすることができる。

組織がより専門化される
であろう。

活動が定常状態に達し、成長が
鈍化する。

一部では活動の縮小が起きてい
るかもしれない。

(出所） Monitor Institute(2009),“Investing For Social & Environmental Impact

日本は、市場はまだない。
英米は、市場の形成時期
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フェーズ１
（1999-2002）

コミュニティ投資
との位置付け

Social Finance

フェーズ２
（2002-2010）

社会的企業投資
との位置付け

フェーズ３
（2010-2015）
ソーシャル・

イノベーション
との位置付け

※ﾌｧﾝﾄﾞを直接設置す
るよりも、民間資金
のレバレッジや資金
仲介にシフトしつつ
ある

※社会的企業等のサー
ドセクターの資金調達
に関心が
シフト

1997年 ブレア政権（労働党）第三の道
2000年 ソーシャル・セクターの動き認知

英国政府 Social Investment Taskforce設置（～2010）

2002年 CITR開始、Bridge Ventures 設立
2004年 休眠口座の預金の活用を提言
2005年 休眠資産委員会設置(～2007年) 

CIC(community interest company)の導入
様々な支援のためのﾌｧﾝﾄﾞ等の設立

2008年 法案成立

2010年 キャメロン政権（保守党）
ビッグ・ソサエティ（Big Society）
世界初のSIB（ピーターバラ刑務所の再犯防止）組成

2012年 Big Society Capital 業務開始
2013年 The G8 Social Impact Investment Forum

the Public Service(Social Value)Act成立
Social Stock Exchange 設置

2014年 SITRの実施
2016年 Charities (Protection and Social Investment) Act 2016 成立

※世界で初めて、社会的投資を法律で定義

英国での動き

2英国の社会的投資（残高）は、2015年末時点で、15億ポンド（約2,700億円）以上

日本の社会的インパクト投資は、
2016年 338億円



■英国におけるソーシャル・ファイナンスのライフサイクル

発展段階

UnLtd (2002)による
少額助成金

インキュベーター

アクセラレーター
（例： Bethnal Green Ventures)

(2008)

ベンチャー・フィランソロフィー
（例： Impetus Trust） 社会的投資事業

Big Society Capital 
(2012)
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Charity Bank  (2002)
Toriodos Bank (1995)
Public Markets
（例： Cafedirect, Ethical Property)

NESTA Impact 
Investment (2012)

Big Issue Invest (2005)

Bridge Ventures (2002)

ESMEE FAIRBIRN  FOUNDATION
& OTHER FOUNDATIONS

CAF venturesome (2002)

最も初期のﾌｧｲﾅﾝｽ

<Wholesale and intermediary funding> <Social banks>

<Finance first funds>

（出所） Alex Nicholls, Rob Paton, & Jed Emerson “Social Finance” p53  3
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